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御影駅

J R 東 海 道 本 線

卍
西
方
寺

御影北
児童館

阪神電鉄本線

綱敷御旅所
5月28日 宮入16：00
2基

43

御影公会堂前

綱敷天満神社
5月27日 宵宮
5月28日 本宮 宮入13：30
2基 

東御影

阪 神 高 速 3 号 神 戸 線

東明八幡神社
5月20日 宵宮
5月21日 本宮 18：00
1基 

バレンタイン
広場

バレンタイン
広場

御影駅東明八幡神社

綱敷天満神社

弓弦羽神社

弓
場
線

弓弦羽神社
5月3日 宵宮
5月4日 本宮 宮入10：30
8基 　          宮出14：00

 5月27日
  18：30～19：00
 2基 集結
上石屋、浜石屋

 5月3日
 20：30～21：00
 5基 集結
平野、中御影
郡家、上石屋、西御影

【
安
全
と
警
備
に
伴
う
ご
協
力
の
お
願
い
】
だ
ん
じ
り
の
運
行
に
関
し
ま
し
て
は
各
地

区
の
運
行
責
任
者
の
元
、世
話
人
が
万
全

の
注
意
を
は
ら
っ
て
警
備
し
て
お
り
ま
す
。ご
見
学
の
皆
様
も
、だ
ん
じ
り
の
動
い
て
い
る
と
き
な
ど
に
近
づ
き
す

ぎ
た
り
、前
方
を
横
切
っ
た
り
な
ど
の
危
険
な
行
為
を
な
さ
れ
な
い
よ
う
に
ご
協
力
を
お
願
い
致
し
ま
す
。パ
レ
ー

ド
は
車
道
を
練
り
場
と
し
て
使
用
し
ま
す
の
で
、だ
ん
じ
り
が
会
場
に
入
場
す
る
と
同
時
に
皆
様
に
は
観
覧
場
で

あ
る
、南
北
そ
れ
ぞ
れ
の
歩
道
に
ご
移
動
を
願
い
ま
す
。

　
だ
ん
じ
り
の
練
り
回
し
時
に
皆
様
が
押
し
合
い
ま
す
と
雑
踏
事
故
に
つ
な
が
り
大
変
危
険
で
す
の
で
、世
話
人

各
時
間
は
天
候
・
交
通
状
況
等
に
よ
り
予
告
な
く
変
更
に
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

・安
全
協
会
会
員・消
防
団
員
な
ど
の
案
内
に
従
い
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。今
後
も
こ
の
地
で
パ
レ
ー
ド
を
続
け
て

行
く
為
に
も
、皆
様
の
ご
協
力
を
お
願
い
致
し
ま
す
。

　
皆
様
も
ご
存
知
の
通
り
、数
年
前
の
明
石
市
の
花
火
大
会
で
の
事
故
以
降
、警
察
側
の
警
備
に
関
す
る
注
意
事

項
も
か
な
り
厳
し
く
な
っ
て
お
り
ま
す
。祭
礼
関
係
者
も
最
善
の
注
意
を
は
ら
い
ま
す
が
、ご
見
学
の
皆
様
も
事

故
発
生
す
る
こ
と
な
い
よ
う
に
、ご
協
力
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。御影だんじりパレード御影だんじりパレード

退場
入場

待機場所

御影市場「旨水館」内

バ
ス

タ
ー
ミ
ナ
ル

パレード
会場

歩
行
者
デ
ッ
キ

通
行
禁
止

練り場

阪神御影駅

来賓席

１7時30分までに１１基のだんじりがパレード会場に集結いたします。セレモニー後に４基は鳴尾
御影線に向けて、一旦会場東側へ移動します。パレード会場では1基ずつの練りをスタートします。
練り終えただんじりはすべて東へ移動し、鳴尾御影線を経てパレード会場に戻ります。１１基練り終
えるころには再度１１台が集結いたします。 

神社及び見どころ
各区だんじり小屋

※黄色のルートで回ります。

【練り終了後の退場・再入場ルート】

阪神御影駅

歩行者迂回のお願い
御影だんじりパレードのため、阪神御影駅と御影クラッセを結ぶ歩行者デッキは通行禁止。
御影クラッセ南側道路のパレード会場も通行が困難となります。
歩行者及び自転車の方は迂回にご協力お願いいたします。

　若葉の緑が鮮やかな季節となりました。今年もこのまちに、だん
じり囃子の音色が聞こえるようになりました。
　コロナ禍を越え、昨年、復活した御影だんじりパレードに、どれ
だけの人々が勇気づけられたことでしょう。そのパレードが、今年
も開催されることとなりました。伝統と文化を守り続ける皆様に心
から敬意を表します。
　黄昏時の空の下、灯されただんじりの提灯、色とりどりの法被、
連なるだんじりの姿は、人々の胸を高鳴らせることでしょう。これ
からも、東灘の大切な財産であるだんじりが、末永く守り伝えられ
ていくことを心より願っております。
　最後になりましたが、だんじり巡行にご尽力
いただいております地域の皆様、東灘警察署ほ
か各関係機関の皆様に御礼申し上げますととも
に、東灘だんじりの一層のご隆盛をお祈り申し
上げます。

東灘区長

　年が明けると、だんじり祭りの寄り合いが本格的に始まり、桜の開花の便りが届
き始めると、各町でお囃子の練習が始まり、御影の町は徐々に活気に溢れ、五月の
お祭りが目前に迫ってくるのを実感いたします。
　御影は住みよい町であると皆さんに言われます。一つは皆が誇れる伝統文化の
だんじりがある為と思います。だんじりは老若何女が集まり町のコミュニケーション
が取れるという利点があると言えます。其のことを若い方々に充分周知して頂きた
いのです。
　２年前はコロナでだんじり祭りは中止となり、去年は引
手も観客もマスク着用という制限の中で行われました、今
年は三年続いたコロナも終息されつつあります、去年よりも
充実し楽しいだんじり祭り・パレードになりますことを願い
又無病息災・豊作豊魚を祈念し執り行われます事を大いに
期待いたします。御影連合会の手腕を大いに発揮され、御
影の町をおおいに活気づけるようにお願い致します。

御影西町地区自治会　会長　鍵 田  武 志

5月3日（水）■2023年 ■時間/17：30～19：30
●御影クラッセだんじり広場 及び クラッセ南側道路

雨天中止



東
明
八
幡
神
社

東
明
の
だ
ん
じ
り
は
、
前
後
幕
も
新
調
し
念

願
の
神
戸
型
だ
ん
じ
り
と
な
り
ま
し
た
。

祭
り
の
考
え
方
は
「
だ
ん
じ
り
に
参
加
し
て

い
る
人
」
「
見
て
い
る
人
」
「
裏
方
の
人
」

す
べ
て
の
人
々
が
「
楽
し
ん
で
も
ら
え
る
お

祭
り
」
を
コ
ン
セ
プ
ト
と
し
て
毎
年
執
り
行

っ
て
い
ま
す
。

地
域
の
人
々
と
一
体
と
な
っ
た
「
お
祭
り
」

を
目
標
と
し
て
い
ま
す
。

　

弓
弦
羽
神
社

昭
和
３
年
に
3
台
目
と
し
て
新
調
さ
れ
ま
し

た
。
神
社
仏
閣
な
ど
も
手
掛
け
る
彫
師
開
正

藤
の
自
信
作
で
す
。
黒
檀
を
多
用
し
た
見
た

目
以
上
に
重
量
の
あ
る
地
車
で
す
が
彫
物
の

精
緻
さ
は
一
見
の
価
値
が
あ
り
ま
す
。
地
車

が
停
ま
っ
て
い
る
時
に
で
も
是
非
ご
鑑
賞
く

だ
さ
い
。
ま
た
弓
弦
羽
神
社
で
は
重
量
感
あ

ふ
れ
る
宮
入
を
ご
堪
能
く
だ
さ
い
。

弓
弦
羽
神
社

中
之
町
地
車
の
特
徴
は
男
屋
根
、
女
屋
根
の
破
風

全
体
に
唐
草
模
様
で
透
か
し
を
取
入
れ
た
錺
金

具
。
ま
た
、
彫
刻
で
は
富
山
県
井
波
彫
刻
「
川
原
啓

秀
」
作
の
鋭
い
睨
み
の
鬼
板
、
阿
吽
の
麒
麟
、
泥
幕

の
後
に
は
「
加
藤
清
正
虎
退
治
」
が
観
音
開
き
の
細

工
を
取
り
入
れ
、
欅
一
枚
板
に
彫
ら
れ
て
い
ま
す
。

淡
路
の
名
工
「
梶
内
嘉
三
、
純
治
」
作
の
純
金
糸
を

使
用
し
た
豪
華
絢
爛
な
飾
幕
等
多
彩
な
細
工
が
満

載
で
す
。
5
月
3
日
地
車
巡
行
、
4
日
宮
入
に
は
是

非
中
之
町
地
車
を
ご
覧
に
な
っ
て
下
さ
い
。

弓
弦
羽
神
社

弓
場
の
地
車
は
、
約
130
年
前
に
住
ん
で
い
た
御

影
の
大
地
主
、
奥
田
栄
吉
が
町
の
た
め
に
淡
路

よ
り
職
人
を
呼
ん
で
自
分
の
母
屋
に
住
ま
わ

せ
御
影
の
浜
で
作
ら
せ
た
も
の
で
す
。
特
徴
と

し
て
屋
根
の
上
で
の
舞
が
独
自
で
す
。
こ
れ
は

花
広
さ
ん
が
昭
和
30
年
頃
よ
り
、は
じ
め
ら
れ

た
の
が
伝
統
と
し
て
受
け
継
が
れ
て
い
ま
す
。

紙
吹
雪
・
蜘
蛛
の
糸
な
ど
華
麗
な
舞
を
ど
う

ぞ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

弓
弦
羽
神
社

平
野
區
は
、
か
つ
て
の
守
護
大
名
赤
松
円
心
の

家
臣
、
平
野
忠
勝
が
治
め
た
平
野
城
に
由
来
し

ま
す
。

令
和
2
年
3
月
、
３
代
目
平
野
區
地
車
が
旧
平

野
城
下
に
位
置
す
る
こ
の
町
に
完
成
し
、
次
の

100
年
に
向
け
た
新
た
な
歴
史
の
幕
が
開
か
れ
ま

し
た
。

地
車
に
魅
了
さ
れ
た
世
話
人
、
若
中
、
小
若
の

衆
が
、
初
の
弓
弦
羽
神
社
宮
入
、
御
影
パ
レ
ー

ド
、
70
周
年
記
念
巡
行
を
経
験
し
、
技
に
磨
き

が
か
っ
た
練
り
回
し
に
は
一
見
の
価
値
あ
り
。

　

弓
弦
羽
神
社

西
御
影
の
地
車
は
明
治
中
期
に
製
作
さ
れ
た
十
一

代
目
大
佐
の
作
品
で
、
平
成
15
年
に
大
改
修
を
経

て
、
現
在
の
姿
に
至
り
ま
す
。
提
灯
は
西
御
影
親

和
会
の
「
親
」
の
字
を
掲
げ
て
お
り
ま
す
。

　

我
々
は
「
華
麗
に
」
「
優
雅
に
」
「
全
力
で
」

を
モ
ッ
ト
ー
と
し
、
今
ま
で
の
慣
習
を
後
世
へ
継

承
し
な
が
ら
も
、
新
し
い
風
を
取
り
込
み
、
50
年

後
、
100
年
後
も
地
域
で
愛
さ
れ
る
祭
り
を
す
る
べ

く
今
も
な
お
進
化
を
続
け
て
い
ま
す
。

紫
色
の
優
美
な
衣
装
と
力
強
い
練
り
廻
し
を
ご
覧

く
だ
さ
い
。

綱
敷
天
満
神
社

上
石
屋
の
地
車
は
、
昭
和
58
年
4
月
に
大
工
・
有

居
孝
充
、
彫
師
・
甲
良
丈
の
手
に
よ
り
子
供
地
車

と
し
て
魚
崎
浜
町
の
三
木
材
木
店
に
て
誕
生
。
そ

の
あ
と
後
の
飾
幕
を
大
鼓
正
に
て
、
前
の
飾
幕
を

絹
光
工
房
に
て
新
調
、
又
高
さ
を
約
30
セ
ン
チ
大

き
く
す
る
。
更
に
令
和
二
年
に
コ
マ
を
新
調
す
る

と
共
に
、
装
飾
を
刷
新
し
現
在
に
至
っ
て
い
る
。

綱
敷
天
満
神
社
祭
に
町
内
を
巡
行
。
上
石
屋
の
地

車
は
子
供
が
お
は
や
し
を
た
た
き
屋
根
で
踊
り
ま

す
の
で
是
非
一
度
ご
覧
下
さ
い
。

綱
敷
天
満
神
社

浜
石
屋
だ
ん
じ
り
は
、
上
石
屋
と
と
も
に
御
影
の

天
神
さ
ん
と
し
て
親
し
ま
れ
て
い
る
綱
敷
天
満
神

社
の
氏
子
で
す
。
石
屋
地
区
は
江
戸
時
代
よ
り
御

影
石
の
加
工
で
栄
え
、
だ
ん
じ
り
も
盛
ん
な
土
地

柄
で
し
た
。
現
在
の
浜
石
屋
の
だ
ん
じ
り
は
昭
和

61
年
に
新
調
復
興
し
現
在
に
至
っ
て
い
ま
す
。
今

年
の
祭
礼
で
は
、四
年
に
一
度
の
鳳
輦
渡
御
が
あ

り
ま
す
。
古
式
ゆ
か
し
い
王
朝
絵
巻
も
見
も
の
で

す
。
パ
レ
ー
ド
並
び
に
綱
敷
さ
ん
へ
是
非
足
を
お

運
び
く
だ
さ
い
。

弓
弦
羽
神
社

中
御
影
地
区
は
、
阪
神
御
影
駅
北
側
か
ら
JR
ま
で
の
中

町
１
〜
４
丁
目
で
あ
り
、
提
灯
の
「
柳
」
の
名
は
、
そ
の

昔
町
内
を
流
れ
て
い
た
「
柳
川
」
に
由
来
す
る
旧
地
名

を
屋
号
と
し
て
い
ま
す
。

現
在
の
地
車
は
明
治
中
期
に
名
工
大
佐
に
よ
り
造
ら
れ

た
と
伝
え
ら
れ
、
幾
度
の
改
修
を
重
ね
て
受
け
継
が
れ

て
き
た
も
の
で
す
。
華
美
過
ぎ
ず
白
木
を
活
か
し
た
落

ち
着
い
た
造
り
で
、
飾
幕
を
求
め
な
い
正
面
数
体
の
龍

の
彫
物
が
特
徴
で
す
。

今
年
も
町
内
若
衆
が
気
持
ち
を
一
つ
に
し
て
や
り
遂
げ

る
、
活
気
あ
ふ
れ
る
祭
り
を
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。

弓
弦
羽
神
社

大
正
か
ら
昭
和
に
か
け
て
活
躍
し
た
名
彫
師
、
彫
寅

こ
と
北
野
寅
蔵
の
手
に
よ
る
自
慢
の
地
車
で
す
。

弓
弦
羽
神
社
の
宮
本
と
し
て
、
誇
り
を
も
っ
て
役

員
・
若
中
・
婦
人
部
、
ま
た
地
域
力
を
合
わ
せ
て
地

車
を
運
行
し
て
お
り
ま
す
。

令
和
元
年
度
に
は
「
郡
家
伝
統
文
化
会
館
」
も
完
成

し
、
さ
ら
な
る
気
持
ち
で
こ
の
伝
統
あ
る
祭
り
を
楽

し
み
に
し
て
お
り
ま
し
た
。

深
く
広
が
る
勇
壮
な
太
鼓
の
音
や
鐘
の
響
き
を
お
楽

し
み
く
だ
さ
い
。

弓
弦
羽
神
社

そ
の
昔
、
遡
る
こ
と
163
年
。
摂
津
の
國
御
影
村
に
生
ま
れ
た
教

育
者
、
世
界
の
柔
道
家
で
知
ら
れ
る『
嘉
納
治
五
郎
』
は
東
之

町
が
生
誕
の
地
。
当
時
も
目
に
し
た
郡
家
の
宮
の
だ
ん
じ
り

祭
。
形
は
変
わ
れ
ど
曳
き
手
の
意
気
は
先
人
譲
り
。
奇
し
く
も

治
五
郎
没
後
85
年
の
命
日
は
、5
月
4
日
の
本
祭
り
。
意
気
と

粋
が
絡
み
合
う
て
の
此
の
祭
り
。

一
に
氏
神
、二
に
氏
子
、三
、四
が
無
く
て
五
に
地
車
。
こ
う
し

て
祭
が
出
来
る
の
も
、
先
人
達
の
苦
労
の
お
陰
。

御
影
の
空
に
轟
き
渡
り
、
天
高
く
舞
う
祭
の
息
吹
。
老
い
も
若

き
も
一
つ
に
な
り
て
、
感
謝
の
気
持
ち
と
、
商
売
繁
盛
・
町
内
安

全
を
祈
願
し
て
、
東
之
町
の
宮
入
り
で
す
。

ひがし の ちょう

なかみかげ ぐんげ

にしのちょう

なかのちょう ゆんば

うえいしや はまいしや

にしみかげ

とうみょう

ひらの

5月4日
（木・祝）

月　日 場　所 時　間
5月3日
（水・祝）

御影11地区
※裏面記載参照

弓弦羽神社

各地区により
異なります

10：30　宮入（8基）
14：00　宮出

綱敷天満神社

東明八幡神社

16：00   宮入（2基）

13：30   宮入（2基）

18：00   宮入（1基）

綱敷御旅所
5月28日
（日）

5月21日
（日）

月　日 場　所 時　間

感染症拡大防止の取組みについて ①マスクの着用お願い　②観覧者同士の接触、大声での会話はお控えください。③身体的距離の確保④体調管理のお願い（風邪のような症状がありましたら来場はお控えください）⑤開催中の飲食はお控えください。

公益財団法人

神戸市東灘区御影石町 2-21-21
TEL:078-842-4722

不動産の事なら、御影市場内

（株）ウッドワークホーム
TEL:078-854-5515

TEL.078-846-1308 https://www.takanaga.co.jp/

カラオケ喫茶
スナック

カラオケ・喫茶 /  13 時～16 時（土・日・祝  休み）

東灘区御影本町 4丁目12-7　TEL（078）854-0499
スナック　　　/  18 時 30 分～23 時 30 分（日・祝  休み）

神戸市中央区港島中町7-7-7
神戸市東灘区御影中町 1丁目 1-9

神戸市灘区中原通 5-3-10-101
TEL.078-855-6941

炭火
焼鳥

と  り　 ら  く きわみ
鶏楽極

地酒・本格焼酎

市野酒店

　　　 私たちは
「御影だんじり」を
応援しています。

　　　 私たちは
「御影だんじり」を
応援しています。

二〇二三年二〇二三年



上
石
屋

西
御
影

中
御
影

平
野

郡
家

浜
石
屋

西
之
町

西
之
町

中
之
町

中
之
町 東

之
町

東
之
町

弓
場
弓
場

東
明

パレード会場

大手筋

弓木町4

御影中町2

住吉宮町2

御影本町8

御影塚町3

高
羽
大
橋
南
詰

徳井

東明

上中

浜中

処女塚

2

港湾幹線道路

香雪美術館
●

●

中勝寺
卍

卍
光明寺

県立御影
高等学校

御
影
公
会
堂

文

鷹匠
中学校

文

市立御影
小学校

文

市立御影
北小学校

文

市立御影
中学校

文

浜御影
保育所

文

御影
クラッセ

東
灘
警
察
署
●

御影
公園

処女塚
古墳

卍
常順寺

卍
玉持院

照明寺
卍

石屋川駅

阪 急 神 戸 線

山 手 幹 線

山
麓
線

石
屋
川

鷹
羽
川

鷹
羽
川

天
神
川

大
手
筋

一
六
筋

阪
神
電
鉄
本
線

御影駅

J R 東 海 道 本 線

卍
西
方
寺

御影北
児童館

阪神電鉄本線

綱敷御旅所
5月28日 宮入16：00
2基

43

御影公会堂前

綱敷天満神社
5月27日 宵宮
5月28日 本宮 宮入13：30
2基 

東御影

阪 神 高 速 3 号 神 戸 線

東明八幡神社
5月20日 宵宮
5月21日 本宮 18：00
1基 

バレンタイン
広場

バレンタイン
広場

御影駅東明八幡神社

綱敷天満神社

弓弦羽神社

弓
場
線

弓弦羽神社
5月3日 宵宮
5月4日 本宮 宮入10：30
8基 　          宮出14：00

 5月27日
  18：30～19：00
 2基 集結
上石屋、浜石屋

 5月3日
 20：30～21：00
 5基 集結
平野、中御影
郡家、上石屋、西御影

【
安
全
と
警
備
に
伴
う
ご
協
力
の
お
願
い
】
だ
ん
じ
り
の
運
行
に
関
し
ま
し
て
は
各
地

区
の
運
行
責
任
者
の
元
、世
話
人
が
万
全

の
注
意
を
は
ら
っ
て
警
備
し
て
お
り
ま
す
。ご
見
学
の
皆
様
も
、だ
ん
じ
り
の
動
い
て
い
る
と
き
な
ど
に
近
づ
き
す

ぎ
た
り
、前
方
を
横
切
っ
た
り
な
ど
の
危
険
な
行
為
を
な
さ
れ
な
い
よ
う
に
ご
協
力
を
お
願
い
致
し
ま
す
。パ
レ
ー

ド
は
車
道
を
練
り
場
と
し
て
使
用
し
ま
す
の
で
、だ
ん
じ
り
が
会
場
に
入
場
す
る
と
同
時
に
皆
様
に
は
観
覧
場
で

あ
る
、南
北
そ
れ
ぞ
れ
の
歩
道
に
ご
移
動
を
願
い
ま
す
。

　
だ
ん
じ
り
の
練
り
回
し
時
に
皆
様
が
押
し
合
い
ま
す
と
雑
踏
事
故
に
つ
な
が
り
大
変
危
険
で
す
の
で
、世
話
人

各
時
間
は
天
候
・
交
通
状
況
等
に
よ
り
予
告
な
く
変
更
に
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

・安
全
協
会
会
員・消
防
団
員
な
ど
の
案
内
に
従
い
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。今
後
も
こ
の
地
で
パ
レ
ー
ド
を
続
け
て

行
く
為
に
も
、皆
様
の
ご
協
力
を
お
願
い
致
し
ま
す
。

　
皆
様
も
ご
存
知
の
通
り
、数
年
前
の
明
石
市
の
花
火
大
会
で
の
事
故
以
降
、警
察
側
の
警
備
に
関
す
る
注
意
事

項
も
か
な
り
厳
し
く
な
っ
て
お
り
ま
す
。祭
礼
関
係
者
も
最
善
の
注
意
を
は
ら
い
ま
す
が
、ご
見
学
の
皆
様
も
事

故
発
生
す
る
こ
と
な
い
よ
う
に
、ご
協
力
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。御影だんじりパレード御影だんじりパレード

退場
入場

待機場所

御影市場「旨水館」内

バ
ス

タ
ー
ミ
ナ
ル

パレード
会場

歩
行
者
デ
ッ
キ

通
行
禁
止

練り場

阪神御影駅

来賓席

１7時30分までに１１基のだんじりがパレード会場に集結いたします。セレモニー後に４基は鳴尾
御影線に向けて、一旦会場東側へ移動します。パレード会場では1基ずつの練りをスタートします。
練り終えただんじりはすべて東へ移動し、鳴尾御影線を経てパレード会場に戻ります。１１基練り終
えるころには再度１１台が集結いたします。 

神社及び見どころ
各区だんじり小屋

※黄色のルートで回ります。

【練り終了後の退場・再入場ルート】

阪神御影駅

歩行者迂回のお願い
御影だんじりパレードのため、阪神御影駅と御影クラッセを結ぶ歩行者デッキは通行禁止。
御影クラッセ南側道路のパレード会場も通行が困難となります。
歩行者及び自転車の方は迂回にご協力お願いいたします。

　若葉の緑が鮮やかな季節となりました。今年もこのまちに、だん
じり囃子の音色が聞こえるようになりました。
　コロナ禍を越え、昨年、復活した御影だんじりパレードに、どれ
だけの人々が勇気づけられたことでしょう。そのパレードが、今年
も開催されることとなりました。伝統と文化を守り続ける皆様に心
から敬意を表します。
　黄昏時の空の下、灯されただんじりの提灯、色とりどりの法被、
連なるだんじりの姿は、人々の胸を高鳴らせることでしょう。これ
からも、東灘の大切な財産であるだんじりが、末永く守り伝えられ
ていくことを心より願っております。
　最後になりましたが、だんじり巡行にご尽力
いただいております地域の皆様、東灘警察署ほ
か各関係機関の皆様に御礼申し上げますととも
に、東灘だんじりの一層のご隆盛をお祈り申し
上げます。

東灘区長

　年が明けると、だんじり祭りの寄り合いが本格的に始まり、桜の開花の便りが届
き始めると、各町でお囃子の練習が始まり、御影の町は徐々に活気に溢れ、五月の
お祭りが目前に迫ってくるのを実感いたします。
　御影は住みよい町であると皆さんに言われます。一つは皆が誇れる伝統文化の
だんじりがある為と思います。だんじりは老若何女が集まり町のコミュニケーション
が取れるという利点があると言えます。其のことを若い方々に充分周知して頂きた
いのです。
　２年前はコロナでだんじり祭りは中止となり、去年は引
手も観客もマスク着用という制限の中で行われました、今
年は三年続いたコロナも終息されつつあります、去年よりも
充実し楽しいだんじり祭り・パレードになりますことを願い
又無病息災・豊作豊魚を祈念し執り行われます事を大いに
期待いたします。御影連合会の手腕を大いに発揮され、御
影の町をおおいに活気づけるようにお願い致します。

御影西町地区自治会　会長　鍵 田  武 志

5月3日（水）■2023年 ■時間/17：30～19：30
●御影クラッセだんじり広場 及び クラッセ南側道路

雨天中止
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	御影_瓦版_裏のコピー

